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 （注）１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

    ２  売上高には、消費税等は含んでおりません。 

    ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第131期

第２四半期連結
累計期間 

第132期
第２四半期連結

累計期間 

第131期
第２四半期連結

会計期間 

第132期 
第２四半期連結 

会計期間 
第131期

会計期間 

自平成20年
４月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成21年
４月１日 

至平成21年 
９月30日 

自平成20年
７月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成21年 
７月１日 

至平成21年 
９月30日 

自平成20年
４月１日 

至平成21年 
３月31日 

売上高               （百万円）  374,759  369,263  193,187  186,304  711,394

経常利益             （百万円）  10,098  12,109  4,702  5,627  13,923

四半期（当期）純利益 （百万円）  5,214  6,004  2,434  2,926  5,933

純資産額             （百万円） － －  151,119  152,206  147,303

総資産額             （百万円） － －  411,967  400,101  393,169

１株当たり純資産額       （円） － －  452.95  463.34  441.39

１株当たり四半期（当期）純利益 

             （円） 
 15.87  18.28  7.41  8.91  18.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益      （円） 
 －  －  －  －  －

自己資本比率             （％） － －  36.1  37.5  36.9

営業活動による 

キャッシュ・フロー   （百万円） 
 10,671  21,461 － －  16,991

投資活動による 

キャッシュ・フロー   （百万円） 
 △16,503  △6,044 － －  △23,882

財務活動による 

キャッシュ・フロー   （百万円） 
 6,978  △15,012 － －  8,321

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高         （百万円） 
－ －  4,398  5,086  4,682

従業員数                 （人） － －  7,342  7,328  7,205
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 当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。  

  

(1）連結会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員数（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グルー

プへの出向者を含む）であり、臨時従業員数は［ ］内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。 

  

(2）提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、臨時従業

員数は［ ］内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。 

  

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成21年９月30日現在

従業員数（人） 7,328 [ ] 5,008

  平成21年９月30日現在

従業員数（人） 4,658 [ ] 1,736
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(1）生産実績  

  当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１ 食品事業は、市乳、乳製品、冷凍食品、マーガリン類等であります。 

２ サービス・その他事業は、飼料等であります。 

３ 上記金額は、消費税等抜の販売価額により表示しております。 

４ セグメント間の取引は含まれておりません。 

５ サービス・その他事業に含まれる飼料事業おきまして、原材料価格の下落があったため、サービス・その他

  事業の生産実績が前年同四半期比で著しく減少しております。  

  

 なお、提出会社の主要製品別生産実績は、下記のとおりであります。 

 （注） その他は、冷凍食品等であり、消費税等抜の販売価額により表示しております。 

  

(2）受注状況 

 当第２四半期連結会計期間における受注状況については、受注高が極めて少額であるため、記載を省略しており

ます。 

 なお、提出会社については、現在受注生産を行っておりません。 

  

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

事業の種類別セグメントの名称 金額（百万円） 前年同四半期比（％）

食品事業  120,817  102.0

サービス・その他事業  5,898  56.4

合計  126,716  98.3

区分 単位 期間合計 前年同四半期比（％）

市乳 kl  284,593  99.4

粉乳 ton  6,731  158.6

練乳 ton  541  90.7

バター ton  3,299  133.9

チーズ ton  4,910  85.4

アイスクリーム kl  22,201  96.5

飲料 kl  44,739  90.1

その他 百万円  5,891  104.2

2009/11/16 14:19:4109590333_第２四半期報告書_20091116141910



(3）販売実績 

 当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１ 食品事業は、市乳、乳製品、冷凍食品、マーガリン類等であります。 

２ サービス・その他事業は、飼料等であります。 

３ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

４ 総販売実績に対する売上の割合が10％以上の相手先はありません。 

５ セグメント間の取引は含まれておりません。 

  

 なお、提出会社の主要製品別販売実績は、下記のとおりであります。 

 （注）１ その他は、冷凍食品、マーガリン類等であります。 

２ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 総販売実績に対する売上の割合が10％以上の相手先はありません。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

   

 当社の連結子会社である明治油脂株式会社及び大阪保証牛乳株式会社は、資産の有効活用等を目的として平成21年８月

６日開催の両社取締役会において、合併することを決議しました。また、平成21年８月７日開催の両社臨時株主総会で両

社の合併契約が承認されました。 

 合併の概要は、次のとおりであります。 

(1）合併の方法 

  明治油脂株式会社を存続会社とし、大阪保証牛乳株式会社を消滅会社とする吸収合併であります。 

(2）合併期日 

  平成22年４月１日 

(3）合併比率 

  完全子会社同士の合併となりますので合併比率の取り決めはありません。 

(4）吸収合併存続会社となる会社の概要 

  資本金      38百万円 

  事業内容     明治乳業市販、業務用マーガリンの生産  

事業の種類別セグメントの名称 金額（百万円） 前年同四半期比（％）

食品事業  159,165  98.3

サービス・その他事業  27,138  86.7

合計  186,304  96.4

区分 単位 数量 金額（百万円） 
金額前年同四半期比

（％） 

市乳 kl  294,112  74,597    102.6

粉乳 ton  7,442  9,563  118.0

練乳 ton  621  246  95.0

バター ton  3,363  3,720  97.0

チーズ ton  5,437  6,656  106.0

アイスクリーム kl  39,578  14,266  91.3

飲料 kl  50,502  6,980  82.5

その他 ― ―  14,424  99.8

合計 ― ―  130,457  100.5

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】
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 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。 

  

 １．業績の状況 

  

 売上高は、明治乳業においてヨーグルトや粉乳、チーズ等の売上が前年同四半期実績を上回ったものの、業務用

バターや天候不順の影響を受けたアイスクリーム等が前年同四半期実績を下回ったことに加え、連結子会社の売上

が前年同四半期実績を下回ったことから、前年同四半期比 ％減の 百万円となりました。 

 営業利益・経常利益・四半期純利益については、高付加価値商品の増売や原材料コスト減効果等により、営業利

益が前年同四半期比 ％増の 百万円、経常利益が前年同四半期比 ％増の 百万円、四半期純利益が

前年同四半期比 ％増の 百万円となりました。 

  

  事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

 （注） 売上高、営業利益は、セグメント間の取引を消去する前の金額によっております。 

  

(1)食品事業 

  当事業には、牛乳、乳製品、アイスクリーム他食品の製造・販売が含まれております。 

 売上高は、当社におきましてヨーグルトや粉乳、チーズ等の売上が前年同四半期実績を上回ったものの、業務用

バターや天候不順の影響を受けたアイスクリーム等が前年同四半期実績を下回ったことから前年同四半期比 ％減

の 百万円となりました。営業利益は高付加価値商品の増売や原材料コスト減効果等により前年同四半期比

％増の 百万円となりました。 

(2)サービス・その他事業 

  当事業には、物流事業、飼料事業、その他事業が含まれております。 

 売上高は、物流事業や飼料事業の売上が前年同期実績を下回ったこと等により前年同四半期比 ％減の 百

万円となりました。営業利益は、飼料事業において原材料コストの減少があったこと等により前年同四半期比

％増の 百万円となりました。 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

区分 

第131期 
第２四半期 
連結会計期間 
（百万円） 

第132期
第２四半期 
連結会計期間 
（百万円） 

増減額
（百万円） 

前年同四半期比 
（％） 

売上高  193,187  186,304  △6,882  96.4

営業利益  4,957  5,719  761  115.4

経常利益  4,702  5,627  924  119.7

四半期純利益  2,434  2,926  491  120.2

3.6 186,304

15.4 5,719 19.7 5,627

20.2 2,926

区分 食品事業 サービス・その他事業 計 

  

第131期 
第２四半期
連結会計 
期間 

第132期 
第２四半期 
連結会計 
期間 

増減

第131期
第２四半期
連結会計 
期間 

第132期
第２四半期
連結会計 
期間 

増減

第131期 
第２四半期 
連結会計 
期間 

第132期
第２四半期
連結会計 
期間 

増減

売上高 

（百万円） 
162,425  159,653 △2,772 41,974 37,901 △4,072  204,399 197,555 △6,844

営業利益 

（百万円） 
4,442  4,697 255 495 995 500  4,937 5,693 755

1.7

159,653

5.7 4,697

9.7 37,901

101.1

995
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２．キャッシュ・フローの状況 

  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益、減価償却費等により、前年同四半期より

百万円増の 百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出の減少等により、前年同四半期より

百万円増の 百万円の支出となりました。 

 これにより、フリー・キャッシュ・フロー（営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・

フローの合計額）は 百万円の収入となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の減少等により、前年同四半期より 百万円減の

百万円の支出となりました。 

 これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は前年同四半期より 百万円増の 百万

円となりました。 

  

３．事業上及び財務上の対処すべき課題 

  当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

４．研究開発活動 

  当第２四半期連結会計期間における研究開発活動の金額は、 百万円であります。なお、当第２四半期連結

会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

区分

第131期
第２四半期 
連結会計期間 
（百万円） 

第132期
第２四半期 
連結会計期間 
（百万円） 

増減額 
（百万円） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  11,203  17,875  6,671

投資活動によるキャッシュ・フロー  △9,566  △3,210  6,355

財務活動によるキャッシュ・フロー  △4,416  △14,314  △9,897

現金及び現金同等物の増減額 
（△は減少） 

 △2,779  350  3,129

現金及び現金同等物の期首残高  7,178  4,736  △2,442

現金及び現金同等物の四半期末残高  4,398  5,086  687

6,671 17,875

6,355 3,210

14,664

9,897 14,314

687 5,086

1,795
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５．当連結会計年度の見通し 

 当社グループを取り巻く経営環境は、人口減少、少子高齢化の進行という国内構造に加え、回復の兆しはあるも

のの100年に一度とまで言われる世界的な不況により、所得の伸び悩みや雇用不安が蔓延し、個人消費が低調に推

移するなど、大幅な改善を期待するには難しい状況にあります。 

 乳業界におきましては、輸入原材料調達コストは一時期の暴騰からは沈静化しておりますが、今後の見通しは不

透明であり、経営環境は激しく変化していくものと考えております。一方では、国内の飲用牛乳の消費は依然とし

て低迷を続けており、牛乳や乳製品の消費拡大に向け更なる取り組み強化が必要になってくるものと認識しており

ます。 

 こうした厳しい環境におきまして、当社グループでは「独自の技術力・商品力を活かして世界の食品トップ企業

と互角に競争できる食品企業グループとなる。」という長期ビジョンの達成に向け、事業基盤の更なる強化を図っ

ていく所存であります。 

 具体的には、明治ブランドの価値向上、「明治ブルガリアヨーグルトＬＢ81」「明治プロビオヨーグルトＬＧ 

21」をはじめとするヨーグルト・プロバイオ事業等の競争優位事業の徹底強化を推進していきます。 

 また、今後も消費拡大が期待されるチーズ事業や、高齢化の進展により需要が増加している流動食事業などの成

長事業については、製造・販売一体となって積極的に拡販を推し進め、事業の拡大、発展を図ってまいります。 

 あわせて、経営環境の激変に耐え得る事業構造を確立すべく、販売効率や生産効率の向上、ＣＯ2の削減等環境 

配慮を意識した取組みの推進による配送効率の向上、ＩＴ化の更なる推進による間接業務の効率化など、全体最適

の観点から、グループ一体となってコスト改革を推進してまいります。 

 これらの施策に加えて、安全で確かな品質とサービスをお客様に提供する品質保証システム「明治クオリアス」

の実践、企業経営の礎となるコンプライアンスへの取組み等を鋭意推進することにより、グループ一丸となり企業

価値の更なる向上を図ってまいります。 
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(1）主要な設備の状況 

 当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。 

第３【設備の状況】

会社名 
事業所名 

所在地 
事業の種類別 

セグメントの名称 
設備の内容

投資予定金額

資金調達方法 

着手及び完了予定年月

総額

(百万円) 
既支払額

(百万円) 
着手 完了

提出会社 

関西工場 

大阪府 

貝塚市 
食品事業 

アイスクリーム

生産設備 
 9,200  49

自己資金 

及び借入金 
平成21年12月 平成23年５月 

明治油脂㈱ 

新設工場 

大阪府 

枚方市 
食品事業 

マーガリン 

生産設備 
 4,700 ― 

自己資金 

及び借入金 
平成22年10月 平成23年12月 
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①【株式の総数】 

 （注） 定款での定めは、次のとおりであります。 

         当会社の発行可能株式総数は、800,000,000株とする。 

  

②【発行済株式】 

（注）１ 単元株制度を採用しておりません。 

   ２ 株式の譲渡制限に関する規定は次のとおりです。 

     当社の発行する全部の株式について、会社法第107条第1項第1号に定める内容（いわゆる譲渡制限）を定めて 

     おり、当該株式を譲渡により取得するには取締役会の承認を要する旨を定款に定めております。 

  

   該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  800,000,000

計  800,000,000

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成21年９月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  328,500,000  328,500,000 非上場 （注）１，２ 

計  328,500,000  328,500,000 ― ― 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【ライツプランの内容】

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（株） 

発行済株式
総数残高 
（株） 

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金 
増減額 

（百万円） 

資本準備金
残高 

（百万円） 

平成21年７月１日～ 

平成21年９月30日 
 －  328,500,000  －  33,646  －  31,977

（５）【大株主の状況】

  平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

明治ホールディングス株式会社 東京都中央区京橋２―４―１６  328,500  100.0
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①【発行済株式】 

   

②【自己株式等】 

  該当事項はありません。 

  

 当社株式は、非上場であるため、該当事項はありません。 

  

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  

（６）【議決権の状況】

  平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ― 

議決権制限株式（その他） ― ― ― 

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ― 

完全議決権株式（その他） 普通株式  328,500,000  328,500,000 ― 

単元未満株式 ― ― ― 

発行済株式総数  328,500,000 ― ― 

総株主の議決権 ―  328,500,000 ― 

２【株価の推移】

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平

成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期

連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人不二会

計事務所による四半期レビューを受けております。 

  

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,087 4,683

受取手形及び売掛金 85,660 80,834

商品及び製品 37,910 36,448

仕掛品 209 283

原材料及び貯蔵品 11,575 12,395

その他 15,503 14,436

貸倒引当金 △272 △288

流動資産合計 155,674 148,793

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 68,352 69,365

機械装置及び運搬具（純額） 63,149 65,471

土地 43,571 43,651

リース資産（純額） 1,243 778

建設仮勘定 2,083 968

その他（純額） 8,698 8,950

有形固定資産合計 ※1  187,099 ※1  189,185

無形固定資産 7,409 7,703

投資その他の資産   

投資有価証券 24,633 22,796

その他 25,598 25,017

貸倒引当金 △313 △326

投資その他の資産合計 49,918 47,487

固定資産合計 244,427 244,376

資産合計 400,101 393,169
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 70,081 65,225

短期借入金 40,195 15,191

1年内償還予定の社債 － 15,000

コマーシャル・ペーパー 17,000 36,000

未払法人税等 5,438 1,941

賞与引当金 8,357 －

リース債務 881 1,050

その他 45,119 47,548

流動負債合計 187,073 181,958

固定負債   

社債 20,000 20,000

長期借入金 26,923 30,427

退職給付引当金 3,615 3,674

役員退職慰労引当金 385 633

リース債務 1,209 1,111

その他 ※3  8,688 ※3  8,060

固定負債合計 60,822 63,907

負債合計 247,895 245,865

純資産の部   

株主資本   

資本金 33,646 33,646

資本剰余金 31,977 31,977

利益剰余金 82,561 78,648

自己株式 － △34

株主資本合計 148,185 144,237

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,672 732

評価・換算差額等合計 1,672 732

少数株主持分 2,348 2,333

純資産合計 152,206 147,303

負債純資産合計 400,101 393,169
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 374,759 369,263

売上原価 273,560 264,589

売上総利益 101,198 104,674

販売費及び一般管理費 ※  91,118 ※  92,605

営業利益 10,080 12,068

営業外収益   

受取利息 23 16

受取配当金 293 258

持分法による投資利益 － 133

不動産賃貸料 268 －

受取家賃 279 288

その他 79 342

営業外収益合計 945 1,038

営業外費用   

支払利息 574 614

持分法による投資損失 27 －

その他 324 383

営業外費用合計 927 998

経常利益 10,098 12,109

特別利益   

固定資産売却益 260 145

貸倒引当金戻入額 109 34

その他 78 36

特別利益合計 448 216

特別損失   

固定資産処分損 497 767

減損損失 － 91

たな卸資産廃棄損 559 －

その他 312 283

特別損失合計 1,369 1,143

税金等調整前四半期純利益 9,177 11,182

法人税等 3,918 5,151

少数株主利益 43 26

四半期純利益 5,214 6,004
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

売上高 193,187 186,304

売上原価 141,902 132,980

売上総利益 51,285 53,323

販売費及び一般管理費 ※  46,327 ※  47,604

営業利益 4,957 5,719

営業外収益   

受取利息 14 8

受取配当金 7 6

持分法による投資利益 － 84

不動産賃貸料 128 －

受取家賃 140 143

その他 11 181

営業外収益合計 302 424

営業外費用   

支払利息 296 313

持分法による投資損失 30 －

その他 231 203

営業外費用合計 557 516

経常利益 4,702 5,627

特別利益   

固定資産売却益 43 3

貸倒引当金戻入額 105 1

収用補償金 － 19

その他 32 6

特別利益合計 181 30

特別損失   

固定資産処分損 229 341

減損損失 － 91

たな卸資産廃棄損 204 －

その他 250 136

特別損失合計 683 569

税金等調整前四半期純利益 4,200 5,088

法人税等 1,750 2,170

少数株主利益又は少数株主損失（△） 15 △8

四半期純利益 2,434 2,926

2009/11/16 14:19:4109590333_第２四半期報告書_20091116141910



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 9,177 11,182

減価償却費 10,144 10,054

負ののれん償却額 △12 △12

減損損失 － 91

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,610 △959

賞与引当金の増減額（△は減少） － 8,357

受取利息及び受取配当金 △317 △274

支払利息 574 614

固定資産売却損益（△は益） △260 △145

固定資産処分損益（△は益） 497 513

有価証券売却損益（△は益） 2 △1

有価証券評価損益（△は益） 8 5

売上債権の増減額（△は増加） △8,818 △4,826

仕入債務の増減額（△は減少） 9,671 4,855

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,121 △568

未払費用の増減額（△は減少） 1,893 △5,496

その他 △1,468 32

小計 12,360 23,422

利息及び配当金の受取額 322 279

利息の支払額 △574 △558

法人税等の支払額 △1,436 △1,681

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,671 21,461

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △15,058 △5,389

無形固定資産の取得による支出 △1,825 △927

有形及び無形固定資産の売却による収入 202 90

投資有価証券の取得による支出 △46 △132

投資有価証券の売却による収入 0 3

その他 224 310

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,503 △6,044

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 8,933 25,026

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △2,000 △19,000

長期借入れによる収入 4,800 －

長期借入金の返済による支出 △3,398 △3,525

社債の償還による支出 － △15,000

配当金の支払額 △1,314 △2,082

少数株主への配当金の支払額 △9 △9

その他 △31 △420

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,978 △15,012

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,147 404

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増加額 20 －

現金及び現金同等物の期首残高 3,230 4,682

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,398 ※  5,086
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等】

  
当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

会計処理基準に関する事項 重要な引当金の計上基準 

賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、四半期連結決算期

末在職従業員に対して、支給対象期間に基づく賞与支給見込額計上して

おります。 

（追加情報） 

 従業員へ支払う賞与については、従来、確定債務である未払費用で整

理しておりましたが、制度変更に伴い成績評定部分による加算部分のウ

エイトが増し、また不確定要素が増したことから、当第１四半期連結会

計期間より賞与引当金にて計上することにしております。 

 なお、前第２四半期連結会計期間末の流動負債の「その他」に含まれ

る「未払費用」のうち「未払賞与」は7,241百万円（前連結会計年度末

6,790百万円）であります。 

【表示方法の変更】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

（四半期連結損益計算書） 

 前第２四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「不動産賃貸料」（当第２四半期連結累計期間発生額

97百万円）は、営業外収益の総額の100分の20以下となっているため、営業外収益の「その他」に含めて表示しており

ます。 

  
当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

（四半期連結損益計算書） 

 前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「不動産賃貸料」（当第２四半期連結会計期間発生額

48百万円）は、営業外収益の総額の100分の20以下となっているため、営業外収益の「その他」に含めて表示しており

ます。 

【簡便な会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法  貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率等を使用し

て一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

２．棚卸資産の評価方法  棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行っております。 

３．固定資産の減価償却費の算定方法  連結子会社の一部においては、固定資産の年度中の取得、売却又は除却等

の見積りを考慮した予算を策定しており、当該予算に基づく年間償却予定額

を期間按分して算定する方法によっております。 

 また、提出会社及び連結子会社の一部においては、定率法を採用している

資産について、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

税金費用の計算  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、 百万円

であります。 

262,785 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、 百万円

であります。 

257,510

  ２ 保証債務 

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。 

 ２ 保証債務 

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。 

東乳物流サービス㈱ 百万円65
仙台飼料㈱   〃  676

㈱明治ビバリッジ   〃  50

   計     百万円791

東乳物流サービス㈱ 百万円65
仙台飼料㈱   〃  661

㈱明治ビバリッジ   〃  63

   計     百万円789

※３ その他の固定負債に含まれる負ののれんは、 百

万円であります。  

30 ※３ その他の固定負債に含まれる負ののれんは、 百

万円であります。 

42

 ４ コミットメントライン契約 

 提出会社は、機動的な資金調達及び資金効率の改

善を目的として、取引金融機関７行との間で、コミ

ットメントライン契約を締結しております。 

 この契約に基づく当第２四半期連結会計期間末に

おける借入未実行残高は、次のとおりであります。 

 ４ コミットメントライン契約 

 提出会社は、機動的な資金調達及び資金効率の改

善を目的として、取引金融機関７行との間で、コミ

ットメントライン契約を締結しております。 

 この契約に基づく当連結会計年度末における借入

未実行残高は、次のとおりであります。 

コミットメントラインの総額 百万円35,000

借入実行残高   〃  15,000

差引額 百万円20,000

コミットメントラインの総額 百万円20,000

借入実行残高 ― 

差引額 百万円20,000
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当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至

平成21年９月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式  328,500千株  

２．自己株式の種類及び株式数 

 該当事項はありません。 

３．配当に関する事項 

    (1）配当金支払額 

     ※当社は明治ホールディングス株式会社を唯一の株主としているため、基準日は設けておりません。  

    （2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

       末後となるもの 

    該当事項はありません。   

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

運賃保管料  14,457百万円

拡売費  27,769  〃 

労務費   20,069  〃 

退職給付費用  1,460  〃 

運賃保管料  14,878百万円

拡売費  29,302  〃 

労務費   19,408  〃 

退職給付費用  1,888  〃 

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

運賃保管料  7,901百万円

拡売費   14,070  〃 

労務費   10,002  〃 

退職給付費用  732  〃 

運賃保管料  7,768百万円

拡売費   15,251  〃 

労務費   9,695  〃 

退職給付費用  938  〃 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

現金及び預金勘定 百万円4,399

預入期間が３か月を超える定期預金  〃  △1

現金及び現金同等物 百万円4,398

現金及び預金勘定 百万円5,087

預入期間が３か月を超える定期預金  〃  △1

現金及び現金同等物 百万円5,086

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  1,313  4 平成21年３月31日 平成21年６月29日  利益剰余金 

平成21年８月11日 

取締役会 
普通株式  768  2.34 （※） 平成21年８月28日  利益剰余金 
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前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

  
食品事業

（百万円） 

サービス・
その他事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  161,886  31,301  193,187  －  193,187

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 539  10,673  11,212  △11,212  －

計  162,425  41,974  204,399  △11,212  193,187

営業利益  4,442  495  4,937  19  4,957

  
食品事業

（百万円） 

サービス・
その他事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  159,165  27,138  186,304  －  186,304

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 488  10,762  11,250  △11,250  －

計  159,653  37,901  197,555  △11,250  186,304

営業利益  4,697  995  5,693  25  5,719

  
食品事業

（百万円） 

サービス・
その他事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  313,635  61,124  374,759    －  374,759

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 967  21,076  22,044  △22,044    －

計  314,603  82,200  396,803  △22,044  374,759

営業利益  8,866  1,168  10,034  46  10,080

  
食品事業

（百万円） 

サービス・
その他事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  315,229  54,034  369,263  －  369,263

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 937  21,087  22,025  △22,025   －

計  316,167  75,121  391,289  △22,025  369,263

営業利益  10,112  1,903  12,015  52  12,068
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 （注）１ 事業区分の方法 

事業区分の方法は、製品の種類及び販売市場等の類似性を考慮して区分しております。 

  

２ 各事業区分の主要製品 

  

  ３ 会計処理の方法の変更 

前第２四半期連結累計期間  

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．（1）に記載のとおり、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を

適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業

利益は、食品事業で321百万円、サービス・その他事業で21百万円それぞれ減少しております。 

  

（重要な減価償却資産の減価償却の方法の変更） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．（2）に記載のとおり、従来、

提出会社の工場においては、主として定率法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に

変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の減価

償却費は食品事業で1,238百万円減少、サービス・その他事業で19百万円減少し、営業利益は食品事業で

1,238百万円、サービス・その他事業で19百万円それぞれ増加しております。 

  

  ４ 追加情報 

前第２四半期連結累計期間 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

 「追加情報」に記載のとおり、法人税法の改正による法定耐用年数の変更を契機に固定資産の利用状況を

見直した結果、第１四半期連結会計期間より、主として機械装置の耐用年数の変更を行っております。この

変更に伴い、当第２四半期連結累計期間の減価償却費は食品事業で540百万円減少、サービス・その他事業

で17百万円減少し、営業利益は食品事業で540百万円、サービス・その他事業で17百万円それぞれ増加して

おります。 

  

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

事業区分 主要製品

食品事業 市乳、粉乳、練乳、バター、チーズ、アイスクリーム、飲料、畜産品、その他食品 

サービス・ 

その他事業 
飼料、運送、倉庫、医薬品、不動産、機械技術サービス、外食、保険代理店、リース 

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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 当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日） 

 前連結会計年度末から著しい変動がないため、記載を省略しております。 

  

 当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日） 

 前連結会計年度末から著しい変動がないため、記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

１．１株当たり純資産額 

  

２．１株当たり四半期純利益等 

 （注） １株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 （注） １株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）

（１株当たり情報）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額 463.34円 １株当たり純資産額 441.39円

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益 円15.87 １株当たり四半期純利益 円18.28

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

四半期純利益（百万円）  5,214  6,004

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  5,214  6,004

期中平均株式数（千株）  328,491  328,500

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益 円7.41 １株当たり四半期純利益 円8.91

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  
前第２四半期連結会計期間
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

四半期純利益（百万円）  2,434  2,926

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  2,434  2,926

期中平均株式数（千株）  328,475  328,500
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   該当事項はありません。 

  

 当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 前連結会計年度末から著しい変動がないため、記載を省略しております。 

  

 平成21年８月11日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。 

(イ）配当金の総額………………………………………768百万円 

(ロ）１株当たりの金額…………………………………２円34銭 

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年８月28日 

  

（重要な後発事象）

（リース取引関係）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成20年11月10日

明治乳業株式会社 

取締役会 御中 

監査法人 不 二 会 計 事 務 所 

  
代表社員
業務執行社員   

公認会計士 乘田 紘一  印 

  業務執行社員   公認会計士 川本 弘文  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている明治乳業株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、明治乳業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

追記情報 

 四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更３.(２)に記載のとおり、会社は第１四半期連結会計

期間から、既に定額法を採用している工場を除き、工場の有形固定資産の減価償却の方法を定率法から定額法に変更し

た。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年11月11日

明治乳業株式会社 

取締役会 御中 

監査法人 不 二 会 計 事 務 所 

  
代表社員
業務執行社員   

公認会計士 乘田 紘一  印 

  業務執行社員   公認会計士 川本 弘文  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている明治乳業株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成

21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、明治乳業株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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再生紙を使用しております。
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